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【特集】
　「マイ箸運動」の輪を小浜から

《表紙》
　来春、駅前町に移転する小
浜小学校。8月 12日、同小
ＰＴＡや住民が主催し、円形
の現校舎に感謝するイベン
ト「ありがとう　めがね校
舎」が開催されました。教室
やプールが一般開放され、体
育館には卒業アルバムや懐か
しい教科書が数多く展示され
るなど、多くの卒業生らが訪
れて別れを惜しみました。夜
には約 1000 個のろうそく
に灯がともされ、めがね校舎
は幻想的な雰囲気に包まれま
した。
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あ
な
た
は
、
割
り
箸
派
？
マ
イ
箸
派
？

　

外
で
食
事
を
す
る
と
き
、
多
く
の
人
が
自
然

に
割
り
箸
を
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
使
わ
れ
る
割
り
箸
は
年
間
約

二
百
五
十
億
膳
と
い
わ
れ
、
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
約
二
百
膳
消
費
し
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
（
林
野
庁
資
料
よ
り
）。
し
か
も
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
一
度
使
っ
た
だ
け
で
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
、
燃
や
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
森
林
保
護
な
ど
環
境
問
題
が

叫
ば
れ
る
今
、
使
い
捨
て
の
割
り
箸
を
使
わ
ず

に
自
分
の
箸
で
食
事
を
す
る
「
マ
イ
箸
運
動
」

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

塗
り
箸
生
産
日
本
一
の
小
浜
に
住
む
わ
た
し

た
ち
。
だ
か
ら
こ
そ
箸
に
も
こ
だ
わ
り
、「
マ
イ

箸
運
動
」
の
輪
を
小
浜
か
ら
全
国
に
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
マ
イ
箸ば

し

運
動
」
の
輪
を
小
浜
か
ら

年
間
２
５
０
億
膳
を
消
費

　

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
、
割
り

箸
の
消
費
量
は
、
外
食
産
業
が

成
長
を
始
め
た
一
九
六
〇
年
ご

ろ
か
ら
増
加
を
続
け
、
九
〇
年

に
は
二
百
四
十
億
膳
を
超
え
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
外
食
産
業
の
伸
び

が
鈍
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在

ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
内
で
年

間
二
百
五
十
億
膳
も
の
割
り
箸

が
消
費
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

割
り
箸
の
歴
史

　

割
り
箸
は
、
江
戸
時
代
中
期

に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。当
時
は
主
に
、た
る
を
作
っ

た
残
り
の
木
材
か
ら
作
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
日

本
の
食
文
化
と
と
も
に
は
ぐ
く

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
種
類
も
豊
富
で
、
割

れ
目
だ
け
入
っ
て
い
て
加
工
さ

れ
て
い
な
い
「
丁
ち
ょ
う
ろ
く六
」、
丁
六

の
角
を
お
と
し
て
丸
く
し
た

「
小こ
ば
ん判
」、
小
判
の
接
合
部
に

溝
を
入
れ
て
割
り
や
す
く
し
た

「
元げ
ん
ろ
く禄
」
な
ど
が
一
般
的
で
す
。
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■国内の割り箸消費量（グラフ 1）

割
り
箸
の
ほ
と
ん
ど
が

中
国
産

　

国
内
産
の
割
り
箸
の
多
く

は
、
森
林
を
適
切
に
保
護
し
て

育
て
て
い
く
際
に
発
生
す
る
間

伐
材
や
丸
太
か
ら
柱
や
板
を

取
っ
た
残
り
の
端
材
な
ど
か
ら

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
製
造
の
中
心
は
北
海
道

と
奈
良
県
で
す
が
、
一
九
九
〇

年
以
降
急
激
に
衰
退
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
海
外
か
ら
の

安
い
割
り
箸
が
大
量
に
流
入
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
現
在
、
日
本
で
消
費
さ
れ

る
割
り
箸
の
約
九
十
六
％
は
輸

入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
産
で
す
（
グ
ラ
フ
２

を
参
照
）。

　

中
国
の
割
り
箸
は
、
シ
ラ
カ

バ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
ス
ペ
ン
、

竹
な
ど
か
ら
作
ら
れ
、「
皆
伐

方
式
」
と
呼
ば
れ
る
す
べ
て
の

木
を
一
斉
に
伐
採
す
る
方
法
が

多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

内
産
と
違
い
、
割
り
箸
を
作
る

た
め
だ
け
に
木
を
伐
採
し
て
い

る
た
め
、
徐
々
に
森
林
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
入
割
り
箸
の
中
に

は
、
漂
白
剤
や
防
腐
剤
、
防
カ
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■割り箸の国内生産量と輸入量（グラフ 2）

《小判》

　頭部から見ると、
小判状に見えるとこ
ろから名前が付けら
れています

■割り箸の種類

《元禄》

　割れ目に中溝を入
れ、箸頭までまっす
ぐに割れやすくして
あります

《天
てんそげ

削》

　箸の頭部の一部が
削いであります。長
さは 24㌢で高級感
があり、会席料理な
どあらたまった膳で
使われます
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八
月
四
日
、
箸
の
ふ
る
さ

と
館
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
開
催

さ
れ
た
箸
ま
つ
り
２
０
０
７

に
、
テ
レ
ビ
番
組
の
必
殺
シ

リ
ー
ズ
な
ど
で
お
な
じ
み
の

京
本
政
樹
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
、
会
場
は
握
手
会
な
ど

で
た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　

十
月
一
日
ス
タ
ー
ト
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち

り
と
て
ち
ん
」
で
は
、
主
人

公
が
若
狭
塗
り
箸
職
人
の
娘

と
い
う
設
定
。
こ
の
た
め
若

狭
箸
工
業
協
同
組
合
で
は
、

箸
ま
つ
り
２
０
０
７
で
「
若

狭
塗
り
箸
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
市
民
に
「
ち
り
と

て
ち
ん
の
ロ
ケ
地
小
浜
」
の

認
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と

今
回
、
主
人
公
の
叔
父
役
で

あ
る
京
本
政
樹
さ
ん
に
出
演

を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
の
撮
影
は
現
在
、

小
浜
一
次
ロ
ケ
分
の
ス
タ
ジ

オ
撮
り
が
順
調
に
進
み
、
ま

も
な
く
大
阪
ロ
ケ
に
入
る
と

こ
ろ
で
す
。
十
一
月
初
旬
に

は
、
再
び
小
浜
で
二
次
ロ
ケ

が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

京本政樹さんがゲスト出演「箸まつり2007」
　最近、海外からの割り箸が値上がりして

いると聞きます。また、環境問題について

考えられるようになってきたこともあり、

割り箸から若狭塗り箸に変えていただいた

飲食店がいくつかあります。東京のホテル

からも注文をいただいていますし、これか

らも増えていくのではと思います。

　箸のふるさと館WAKASA では、環境保

全のため「マイ箸運動」を推奨しています。

小浜は塗り箸生産日本一のまちですから、

多くの市民の皆さんに、若狭塗り箸を「マ

イ箸」として持ち歩いていただきたいです

ね。お気に入りの箸を使うと、食事がもっ

と楽しく、おいしくなると思いますよ。　

持ち運びに便利なマイ箸セッ
ト

若狭塗り箸を「マイ箸」に

箸
の
ふ
る
さ
と
館
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
館
長

平ひ
ら
の野 

旦あ
さ
お男 

さ
ん
（
小
浜
竜
田
・
66
歳
）

若
狭
塗
り
箸
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

箸
の
ふ
る
さ
と
館
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ

　箸の正しい持ち方、使い方を学んでもら

うため、また、物を大事にする心、感謝や

思いやりの心をはぐくんでもらうため、親

子を対象とした「箸知育教室」を開催して

います。子どものうちから箸に親しむこと

が、マイ箸を持つきっかけになるのではな

いかと思います。

　どんな箸でもマイ箸になりますが、使う

ときはマナーを守っていただきたいです。

料理人に感謝することはもちろん、食べ物

にも感謝する。さらに、回りの人に不快感

を与えないようにしなければいけません。

料理を注文するときに「マイ箸を使っても

いいですか」と、ひと言断るのも礼儀ですね。

「マイ箸」でもマナーが大事

日
本
漆
文
化
研
究
所
理
事
長

国
際
箸
文
化
研
究
所
理
事
長

浦う
ら
た
に谷 

兵ひ
ょ
う
ご
う剛 

さ
ん
（
新
小
松
原
・
62
歳
）

  

★
小
浜
は
、
塗
り
箸
生
産
日
本
一
★

　

小
浜
市
で
は
、
年
間
約

七
千
二
百
万
膳
の
塗
り
箸
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
国
の
塗
り
箸
生
産
の

八
十
％
に
当
た
り
ま
す
。
本

年
七
月
に
は
、
若
狭
塗
り
箸

が
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

＊

　

四
百
年
前
か
ら
作
ら
れ
て

い
る
若
狭
塗
り
箸
は
、
貝
殻

や
卵
殻
を
色
と
り
ど
り
の
漆

で
塗
り
重
ね
る
と
い
う
特
長

が
あ
り
ま
す
。
何
回
も
塗
り

重
ね
ら
れ
た
漆
の
層
を
丹
念

に
研
ぎ
出
し
磨
き
上
げ
る
こ

と
で
、
美
し
い
模
様
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

工
程
は
お
よ
そ
二
十
段
階

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
す
べ

て
を
一
人
の
職
人
が
行
い
ま

す
。
一
膳
の
箸
が
完
成
す
る

ま
で
に
は
約
一
年
か
か
り
ま

す
。

ビ
剤
な
ど
が
残
留
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
人
体
へ
の
影
響
に

つ
い
て
厚
生
労
働
省
が
監
視
し

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し
い

割
り
箸

　

割
り
箸
は
、
回
収
し
て
紙
パ

ル
プ
の
原
料
に
し
た
り
炭
に
し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
に
は
多
大
な
人
手
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
り
、

割
り
箸
が
大
量
に
使
用
さ
れ
て

い
る
現
状
で
は
、
回
収
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
割
り
箸
は
た
っ

た
一
度
使
わ
れ
た
だ
け
で
捨
て

ら
れ
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
処

理
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
焼
却

時
に
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
た
め
、
割
り
箸
の
使
い
捨
て

は
、
少
な
か
ら
ず
地
球
温
暖
化

の
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

マ
イ
箸
を
使
お
う

　

使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
た
い
。
直
接
口
に

入
れ
る
箸
だ
か
ら
こ
そ
、
安
心

な
素
材
の
も
の
を
使
い
た
い
。

「
マ
イ
箸
運
動
」
は
、
こ
の
よ

う
な
考
え
か
ら
、
飲
食
店
な
ど

で
も
で
き
る
だ
け
自
分
の
箸
で

食
事
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

箸
は
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人

の
食
事
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
特
に
小
浜
市
は
、
塗

り
箸
生
産
日
本
一
の
ま
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
割
り
箸
で
は

な
く
、
安
全
で
環
境
に
も
配
慮

し
た
「
マ
イ
箸
」
で
食
事
を
楽

し
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

＊

　

十
月
一
日
か
ら
、
小
浜
を
舞

台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
が
始

ま
り
ま
す
。
若
狭
塗
り
箸
職
人

の
娘
が
落
語
家
を
目
指
す
ド
ラ

マ
で
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
市
で
は
、
若

狭
塗
り
箸
を
使
っ
た
「
マ
イ
箸

運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

「
塗
り
箸
生
産
日
本
一
の
ま
ち

小
浜
」
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
小
浜
商
工
会
議
所
な

ど
と
連
携
し
、
市
内
の
飲
食
店

や
旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
も
若

狭
塗
り
箸
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
中
で

あ
り
、
地
場
産
業
の
振
興
と
あ

わ
せ
て
、
ご
み
の
減
量
に
も
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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●
公
立
保
育
園
の
給
食
に
つ
い
て
。
い

つ
も
ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
が
「
こ
れ
も
ご
は
ん

だ
」
と
間
違
っ
て
覚
え
な
い
か
心
配
で

す
。
献
立
を
も
う
少
し
考
え
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
一
人
分
の
量
が
少

な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

▼
公
立
保
育
園
の
給
食
は
、
各
園
長
と

栄
養
士
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
カ
ロ

リ
ー
、
地
元
産
食
材
の
使
用
、
味
付
け

な
ど
を
総
合
的
に
考
え
な
が
ら
、
和
食

を
中
心
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
食
材
に
つ
い
て
は
、
三
歳
未
満

児
で
も
年
長
児
で
も
基
本
的
に
は
同
じ

も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
園
児
に

よ
っ
て
成
長
の
度
合
い
が
違
う
た
め
、

食
べ
や
す
い
よ
う
に
細
か
く
刻
む
な
ど

工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ー
ス
や
ゼ
リ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

は
、
体
調
が
悪
く
副
菜
が
食
べ
ら
れ
な

い
と
き
の
補
食
と
し
て
、
ま
た
、
苦
手

な
食
材
が
食
べ
ら
れ
た
と
き
の
ご
褒
美

の
意
味
な
ど
か
ら
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
園
児
の
気
持
ち
も
考
え
、

楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
指
導
を
心
が
け
た
い
と

「法律相談」こんなときどうする？

【Ｑ】友人から「保証人になってほ
しい。名前を借りるだけで迷惑は
かけない」と頼まれました。引き
受けても大丈夫でしょうか。

【Ａ】借金の保証人は、どんな理由

があっても絶対に引き受けてはい

けません。そもそも、「名前だけ
の保証人」など存在しませんし、
法律的には、名前を書いた以上は全責任を負うこ
とになります。
　一般的な小口の借り入れであれば、保証人をつ
けなくても大丈夫です。それができないというこ
とは、ご友人は、経済的にかなり困窮している（＝
ほかにもたくさん借金がある）可能性が高いです。
　早いうちに法律専門家に相談すれば、さまざま
な整理方法をとることが可能です。しかし、いっ

たん保証人がつくと、以後は、保証人に迷惑をか

けることが怖くて法律専門家に相談できなくなっ

てしまいます。その結果、相談が遅れると、わた
したちのとれる対応も限られてしまうのです。
　ご友人には、法律専門家へ相談するよう助言し
てあげてください。
■問い合わせ　同法律事務所　☎ 53・2018

小浜ひまわり基金
法律事務所弁護士

大伴  孝一 さん

思
い
ま
す
。

　

給
食
の
量
に
つ
い
て
で
す
が
、
完
食

し
た
と
い
う
満
足
感
を
園
児
に
味
わ
っ

て
も
ら
う
た
め
、
様
子
を
見
な
が
ら

徐
々
に
量
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
展
示
食
は
あ
く
ま
で
目
安

で
あ
り
、
お
代
わ
り
も
十
分
に
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
給
食

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
各
保
育
園
で
年
一
回
、
試
食
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

社
会
福
祉
課
）

●
保
育
園
や
公
園
の
遊
具
は
使
え
な
い

も
の
が
多
い
。

▼
保
育
園
の
遊
具
に
つ
い
て
は
、
腐
食

し
て
危
険
な
も
の
か
ら
順
次
修
繕
・
取

り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

雲
浜
・
西
津
・
松
永
・
遠
敷
・
今
富
第

一
・
今
富
第
二
・
口
名
田
保
育
園
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
遊
具
に
つ
い
て
も
、
古
い
も

の
か
ら
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
課
）

　

ご  

意  

見  

箱

小浜城とゆかりの人物 ⓫　酒井忠勝⑼

　もう少し幕閣での忠勝について述べてみたい。
同じく「仰景録」に、四代将軍家綱が幼少の折、
前庭の大きな石が目障りであるから外へ移せと命
じた。忠勝は、「石を外に出すには塀を崩さなけ
ればならず、辛抱されたい」と反論したところ、
世に知恵伊豆と呼ばれた松平伊豆守信綱が「穴を
掘って埋めれば、上様のおぼし召しもかなう」と
申されたという。
　またある時、家綱公がにわかに「能を催す。明
るくするため、一夜のうちに座敷の壁を白く塗り
直せ」と仰せられたという。これに信綱は、たち
まち壁に奉書紙をはらせて知恵のあるところを披
れきしたという。
　忠勝はこれに何も対処せず、「知恵伊豆のとん
ちは今に始まったことではない。されど、幼君の
仰言を軽々しくかなえて、いついかなることでも
かなうとおぼし召しされては、天下の政事に差し
障りがあることになる。このようなことは好まし
いことではない」と、幼君の家綱をいさめて前庭
の石はそのままにしたとある。傅

ふいく

育の任に当たる
者として忠勝は、「幼君をいさめて害無き限りは
無理を通させぬもの」との教訓を残している。
■問い合わせ　世界遺産推進室　☎内線443

情報ボックス

「
食
の
達
人
」「
食
の
語
り
部
」
を
募
集

《
食
の
達
人
》

▼
農
業
（
米
、
野
菜
、
花
な
ど
）

▼
林
業

▼
水
産
業
（
カ
キ
の
養
殖
、
釣
り
な
ど
）

▼
食
品
加
工
（
へ
し
こ
、
ト
チ
も
ち
、
く

　

ず
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
）

▼
料
理

「
認
定
要
件
」

①
小
浜
市
民
ま
た
は
小
浜
市
に
住
所
を
有

　

す
る
団
体

②
食
材
の
生
産
、
加
工
、
料
理
な
ど
に
深

　

く
通
じ
、
優
れ
た
技
術
な
ど
を
有
し
て

　

い
る
こ
と

③
研
修
会
、
講
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

　

そ
の
技
術
等
を
広
く
一
般
に
披
露
す
る

　

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

「
歴
史
街
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
の
参
加
者
募
集

　
と　
き　
10
月
20
㊏
・
21
日
㊐　

　
と
こ
ろ　
食
文
化
館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

《
食
の
語
り
部
》

▼
食
の
歴
史
、
食
文
化
、
自
然
環
境

「
認
定
要
件
」

①
小
浜
市
民
ま
た
は
小
浜
市
に
住
所
を
有

　

す
る
団
体

②
小
浜
市
の
食
の
歴
史
や
食
文
化
な
ど
に

　

関
し
、
優
れ
た
知
識
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
③
研
修
会
、
講
習
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

　

そ
の
知
識
を
広
く
一
般
に
披
露
す
る
こ

　

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

■
応
募
、
問
い
合
わ
せ

　

10
月
１
日
㊊
ま
で
に

　

食
の
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
内
線
２
２
２

　

市
で
は
、「
食
の
達
人
」「
食
の
語
り
部
」

認
定
制
度
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

食
に
関
わ
る
人
々
の
優
れ
た
「
技
術
、知
恵
、

知
識
（
以
下
、
技
術
等
）」
な
ど
を
尊
び
誇

り
と
す
る
と
と
も
に
、
交
流
・
体
験
の
場
な

ど
で
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
技
術
等

の
普
及
や
後
継
者
の
育
成
な
ど
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

10
月
20
日
㊏

 

40
㌔
「
沖
の
石
コ
ー
ス
」

　

沖
の
石
を
詠
ん
だ
二
条
院
讃
岐
の
名
の
林
道
を
歩
き

ま
す
。
森
林
浴
と
す
ば
ら
し
い
景
色
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

 

20
㌔
「
勾
玉
コ
ー
ス
」

　

良
質
の
め
の
う
が
取
れ
た
、
古
代
若
狭
の
息
吹
が
今

に
伝
わ
る
伝
統
と
歴
史
の
道
を
歩
き
ま
す
。

 

10
㌔
「
山
川
登
美
子
コ
ー
ス
」

　

山
川
登
美
子
の
生
家
を
巡
る
道
を
歩
き
ま
す
。

 

５
㌔
「
雲
城
水
コ
ー
ス
」

　

武
家
屋
敷
と
名
水
雲
城
水
を
巡
り
、
名
物
く
ず
ま
ん

じ
ゅ
う
を
味
わ
い
ま
す
。

10
月
21
日
㊐

 

30
㌔
「
塩
の
道
コ
ー
ス
」

　

縄
文
時
代
の
岡
津
製
塩
遺
跡
を
目
指
し
、
海
風
に
吹

か
れ
て
歩
き
ま
す
。

 

20
㌔
「
後
瀬
山
コ
ー
ス
」

　

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
後
瀬
山
の
周
辺
、
寺
社
の
多

い
道
を
歩
き
ま
す
。

 

10
㌔
「
八
百
姫
コ
ー
ス
」

　

長
寿
伝
説
・
八
百
姫
ゆ
か
り
の
町
並
み
と
潮
の
香
り

に
包
ま
れ
る
道
を
歩
き
ま
す
。

 

５
㌔
「
常
高
院
コ
ー
ス
」

　

常
高
院
ゆ
か
り
の
城
下
町
を
巡
る
道
を
歩
き
、
由
来

の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
味
わ
い
ま
す
。

参
加
費　

一
般　

一
、五
〇
〇
円　

　
　
　
　

高
校
生
以
下　

五
〇
〇
円

　

※
一
日
参
加
、
二
日
参
加
と
も
同
額
。

　

傷
害
保
険
料
を
含
み
ま
す

記
念
品　

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
、
記
念
年

　

号
入
り
バ
ッ
ジ
、
完
歩
者
に
完
歩
証

申
し
込
み　

９
月
25
日
㊋
ま
で
に
、
小
浜

　

商
工
会
議
所
内　

歴
史
街
道
ウ
オ
ー
キ

　

ン
グ
事
務
局　

☎
52
・
１
０
４
０

「
御
食
国
交
流
会
」

と　
き　
10
月
20
日
㊏　
18
時
〜

と
こ
ろ　
食
文
化
館

内　

容　

若
狭
の
食
材
を
使
っ
た
手

　

作
り
料
理
で
お
も
て
な
し

会　
費　
三
、〇
〇
〇
円

定　
員　
二
百
人

申
し
込
み　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
同
時


